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Ⅰ 本町の小学校のあり方検討の必要性について 

１ 本町の学校のあり方に係る課題について 

  課題の１つ目は、児童数の減少と各学校の人数のアンバランスです。本町の児童数の長期的な推移

については、今後とも減少傾向が続くものと見込まれ、令和３年度の児童数は 817 人で、平成 23年

度の 1,026 人から 209 人の減となり、減少率は 10年間で 20.4％でした。令和９年度の児童数の見込

みは 639 人で、令和３年度に比べ 178 人の減で、減少率は６年間で 21.8％の予定です。また、学校

規模の適正化については、標準規模の学校は谷地中部小学校のみとなり、１学級当たりの人数も複数

校で複式学級が出現する可能性があるなど、今後、各校間の差が顕著になる見込みです。資料６ 

この児童数の急激な減少は、学校における教育活動のみならず、その他の集団活動を行う上で課題

となっております。 

２つ目は、学校施設の老朽化です。今後昭和 60 年代から平成 10 年代にかけて建築された学校施

設が一斉に更新時期を迎えようとしており、学校施設を効果的に整備していくことが求められてい

ます。資料５ 

  これらのことを踏まえ、各小学校の特色ある教育活動のよさや課題、そして保護者や地域の思い、

教育を取り巻く環境の動向等を勘案し、課題に対して検討をしていく必要性があります。 

 

２ 「河北町立小学校のあり方検討委員会」経過 

  平成 28 年に第２次教育振興計画策定の際、河北町立小学校の教育環境についてアンケートを実施

しました。その結果を受け、小学校就学年齢人口の動向を見ながら今後の教育行政の方向性を定める

ために、「小学校の将来を考える会」を組織されました。その会では、学区再編の必要性、児童数や

学級数の不均衡の解消、通学距離の適正化等について検討し、多くの意見や提言がありました。「地

域の理解なしに統合はないこと」、「町民への周知を行い、理解を深めること」が今後必要であること

が示されました。 

  令和４年の第２次教育振興計画後期計画の策定では、教育を取り巻く社会的な課題を踏まえて今

後５年間の施策として、児童数の減少による子どもたちの学びの環境の改善の必要性が引き続き課

題として挙げられました。そこで令和４年５月 30日に「河北町立小学校のあり方検討委員会」（以下

「検討委員会」）を立ち上げました。本町教育長から文書にて以下の2つについて諮問を受けました。 

１ 河北町立小学校の適正規模・適正配置について 

２ 河北町立小学校の今後のあり方や将来の学校像等に対する本町の基本的な方針について 

なお、検討委員会は、各地区の代表、小中学校の保護者代表、こども園・幼稚園の保護者代表、放

課後児童クラブ指導者、小中学校の校長、学識経験者の 27 名で構成しています。（令和５年度は 28

名）資料１ 資料２ 

検討委員会は以下のとおり実施しました。資料３ 

第１回検討委員会 令和４年５月 30 日 河北町役場 301 会議室 

第２回検討委員会 令和４年８月 31 日 河北町役場 301 会議室 

地区懇談会    令和４年９月 22 日～令和５年２月 17 日  各小学校区 

第３回検討委員会 令和５年３月 27 日 河北町役場 301 会議室 

第４回検討委員会 令和５年６月９日 河北町役場 301 会議室 

第５回検討委員会 令和５年８月 26 日 どんがホール 町民参加型  

第６回検討委員会 令和５年 10 月 20 日 河北町役場 301 会議室 

第７回検討委員会 令和５年 11 月 22 日 河北町役場 301 会議室 

 

本答申では、諮問の項目ごとに検討結果を以下の通りに取りまとめました。 
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Ⅱ 検討結果 

検討委員会では、７回にわたる会議を踏まえ、１校に統合する案、段階的に統合する案、現状を維

持する案の３つについて、それぞれのメリット・デメリットを整理しました。その結果、１校に統合

することが最適であるという検討結果になりました。以下、諮問のあった２点に沿って整理した内容

を示します。 

 

１ 河北町立小学校の適正規模・適正配置について 

（１）学校規模 

① １学級数当たりの人数 

     現在、国では標準法※で、令和５年度は小学１年生から４年生まで 35 人以下としています。

県教育委員会の施策では「教育山形さんさんプラン」として、1学級当たり 21人～33 人とし

ており、子どもの社会性を育む観点として下限を設けています。アンケートでは、小学校の１

学級で望ましい児童数は 21 人～30人という結果でした。おおむね国・県の施策の範囲が望ま

しいと考えます。 

     ※公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律 

  ② 学校の学級数 

    学級数に関しては、町内の西里小学校、溝延小学校、谷地南部小学校、北谷地小学校の４つ

の小学校において学年単学級となり、「人間関係の固定化」、「多様な考えに触れる機会がない」

といった生活・学習環境が課題となっています。また、谷地西部小学校において、令和４年度

から完全複式となり、前述の課題に合わせて、教員にとって特別の指導方法が必要になるこ

と、複数学年の授業の準備が必要になることや一人の抱える校務分掌が多いことなど業務負

担も課題となっています。今後、令和６年度に北谷地小学校、令和８年度に西里小学校、令和

９年度に溝延小学校にも複式学級の出現の可能性があります。児童の学びの環境の充実や教

職員の負担軽減のためにも、クラス替えが可能なすべての学年において、複数学級となる学校

規模の確保が必要と考えます。資料４ 

（２）児童の実態に合わせた指導体制 

① 多様な人間関係の構築 

小学校の発達段階においては、社会性が身につく大切な時期になります。その為には、沢山

の人とのかかわり、多様な考え方に触れる機会を意図的に整える必要があります。クラス替え

ができる学校規模は、より多くの人がかかわる教育活動が可能となり、互いに励ましあい、競

い合い切磋琢磨できる教育環境をつくることが期待できます。 

② 多層的な支援体制 

   一定の学校規模があると、教員数が確保され、児童とかかわる教員が必然的に多くなりま

す。複数の目で児童の姿を見ることができれば、児童理解がより深まります。また、習熟度別、

個別の配慮・専科指導など多様な教育活動が展開できます。 

③ 安心・安全な学校 

   学校の危機管理体制を考えたとき、事案発生時に役割分担を明確にした組織的な体制で対

応することができます。 

（３）地域と学校のつながり 

    児童数の減少や継承の担い手不足などにより、現在の学校規模では、地区の伝統を継承できる

取り組みが縮小している状況です。河北町全域を一つととらえ、教育活動に取り入れることでど

の地区に住んでいる児童も幅広く地区の行事に触れることができます。 

（４）教職員の資質向上 

  ① 授業力・専門性の向上 
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教員が少ないと学年の授業準備や教材研究を一人で行うことが多くなります。一方、教員が

多数いると学年部会や教科部会、校務分掌等において組織的に実施でき、複数の視点で見た教 

材研究や学年間にわたる系統的な学習に取り組むことができます。児童の実態に沿った、つけ

たい力を明確にした授業づくりの推進につながります。 

② メンターチーム※による組織的対応 

   近年、若い教職員が増えており、今後もその傾向が続きます。授業の準備はもちろんですが

校務分掌や保護者対応など経験を必要とする分野も多くなります。一人で抱え込まないよう

にするために、複数の教員でチームを組み、組織的に対応していくことが、教員を育て心身の

健康をも保つことができます。 

   ※互いの資質・能力を高める、人材育成システムのこと 

 

２ 河北町立小学校の今後のあり方や将来の学校像に対する本町の基本的な考え方 

（１）小学校の施設・整備について 

    児童の学びの環境を整えるために、以下の点について実現を求めます。 

① 校舎を新設し、中学校との一貫した教育活動が展開できるようにすること。あわせて県立谷地

高等学校と連携し、特色ある河北町の教育を推進すること。 

   ② 児童生徒、教職員が過ごしやすい、ゆとりある環境（緑・水・休憩場所）、かつエコロジーに

配慮した校舎を整備すること。 

   ③ 校内に適応指導教室や個別指導・相談に対応できる教室を設けるなど、教育相談機能の充実を

図ること。 

④ 児童生徒、教職員が互いに学びあえる教育環境（教材・教具・ＩＣＴ機器等）の充実を図るこ

と。 

   ⑤ 児童生徒が伸び伸びと運動や文化活動に取り組めるとともに、中学校部活動の地域移行を踏

まえた体育・文化施設を設けること。 

   ⑥ 地域との連携を図ること（学校運営協議会・地域学校協働本部）、地域コミュニティの拠点と

なる施設を整備すること。 

   ⑦ ⑤⑥など、地域活動の利用に配慮された施設にすること。 

   ⑧ 多様性に配慮した校舎にすること。（バリアフリー、エレベーター、トイレ、更衣室等） 

 ⑨ 防災機能を持ち、避難所や地域の防災拠点として活用できる施設を整備すること。 

 ⑩ 安心安全でおいしい給食が提供できるようにすること。 

  

（２）特色ある教育の創出 

 確かな学力を育成し、予測不能な未来を生き抜くために以下の点について実現を求めます。 

① 新しい教育への対応・学習指導要領に対応した「生きる力を育む」教育活動の推進 

   ② 児童の資質・能力を引き出し、伸ばす授業づくり・担任力の育成 

③ 地域と連携した教育活動の推進（学校運営協議会・地域学校協働活動の一体的推進） 

  ・地域素材を生かしたふるさと学習  ・各学区の伝統と良さを引き継ぐ学習の充実 

④ 多様な学習活動の実践 

    ・ＩＣＴの利活用  ・英語教育の推進  ・幼こ小中高の連携   

・地域に根差したキャリア教育 ・体力向上の取り組み  ・自然を生かした環境教育 

 

（３）教育課題に対する対応 

 一人一人がのびのびと自己実現できるために、安心・安全な学校生活が送れるように以下の点に 
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ついて求めます。 

① いじめ・不登校のない学校づくりを行うこと。 

② 問題行動が発生した場合は、適切かつ迅速な対応をとること。 

③ 個別に支援が必要な児童生徒への配慮を行うこと。 

   ④ 多様性への理解とよりよい人間関係づくりに向けた教育活動を行うこと。 

 ⑤ 発達障がいに対する理解を図ること、インクルーシブ教育を推進すること。 

 ⑥ 教職員の時間外勤務時間の削減など、労働環境の改善を図ること。 

 

（４）通学手段について 

     スクールバス、路線バスを活用するなど、文部科学省が示す通学時間※の範囲内になるように

取り組むこと。 

    ※60 分以内 

 

（５）まちづくりとの連動について 

    既存校舎の利活用について、地域の考えを十分に踏まえながら、関係各課との連携を図り、そ

の活用方法について検討すること。あわせて、地域コミュニティの拠点としての機能を持ち、地

域の活性化につなげること。 

 

 （６）学童との連携について 

     放課後児童クラブについては、既存校舎の利活用も含め、関係各課との連携を図り、そのあり

方について今後も検討していくこと。 

 

 （７）義務教育学校の構想 

     本町が取り組んでいる小小、小中連携の視点から義務教育学校も一つの統合の形と考えられ

ます。しかし、義務教育学校を導入した場合、学校規模が大きくなるため、今回の答申で目指す

学校像の実現に向け課題が多く残ります。導入については検討を要します。 

 

Ⅲ 今後に向けて 

   検討委員会では、急激な児童数の減少を迎えるなか、本答申が今後策定される整備計画や令和９年

度からはじまる第３次河北町教育振興計画に反映され、これからの河北町を担う子どもたちにとっ

て最適な学びの環境を構築するために、できるだけ早い統合の実施に向けた取り組みを期待します。

また、児童同士のつながりが深まるような教育活動を子どもたちと共に考え、各学校間の教育課程を

調整し、交流学習等を計画的に実施することや統合に向けての人的配慮等を行い、スムーズに統合が

できるように配慮をお願いしたい。 
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資料１ 

 

 

令和４年５月３０日  

 

 河北町立小学校のあり方 

 検討委員会委員長 様 

 

河北町教育委員会     

教育長 板坂 憲助     

 

 

河北町立小学校のあり方について（諮問） 

 

 

 本町では、少子化の進展等に伴い、児童数の長期的な推移については今後とも

減少傾向が続くものと見込まれ、このことは、学校における教育活動のみならず、

その他の集団活動を行う上で課題となっています。また今後、昭和６０年代から

平成１０年代にかけて建築された学校施設が一斉に更新時期を迎えようとして

おり、学校施設を効率的かつ効果的に整備していくことが求められています。 

 これらのことを踏まえ、各町立小学校の特色ある教育活動のよさや課題、そし

て保護者や地域の思い、教育を取り巻く環境の動向等を勘案しながら、河北町立

小学校のあり方に関する下記の事項について諮問いたします。 

 

 

記 

 

 諮問事項 

 

  １ 河北町立小学校の適正規模・適正配置について 

 

  ２ 河北町立小学校の今後のあり方や将来の学校像等に対する本町の基本

的な方針について 
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資料２

№ 氏名 委員区分 № 氏名 役職

1 後藤
ゴトウ

　貞義
サダヨシ

地区住民代表 1 後藤
ゴトウ

　貞義
サダヨシ

地区住民代表

2 眞木
マキ

　孝佳
タカヨシ

地区住民代表 2 佐藤
サトウ

　眞
マ

潮
シオ

地区住民代表

3 大熊
オオクマ

　孝幸
タカユキ

地区住民代表 3 大熊
オオクマ

　孝幸
タカユキ

地区住民代表

4 山田
ヤマダ

　剛
ツヨシ

地区住民代表 4 山田
ヤマダ

　剛
ツヨシ

地区住民代表

5 岡﨑
オカザキ

　喜代
キヨタカ

高 地区住民代表 5 岡﨑
オカザキ

　喜代
キヨタカ

高 地区住民代表

6 砂田
スナダ

　哲
サトシ

地区住民代表 6 砂田
スナダ

　哲
サトシ

地区住民代表

7 岡﨑
オカザキ

　学
マナブ

各学校の保護者代表 7 岡﨑
オカザキ

　学
マナブ

各学校の保護者代表

8 江目
ゴウノメ

　恭一
キョウイチ

各学校の保護者代表 8 江目
ゴウノメ

　恭一
キョウイチ

各学校の保護者代表

9 和田
ワダ

　弥
ヤスコ

寿子 各学校の保護者代表 9 和田
ワダ

　弥
ヤスコ

寿子 各学校の保護者代表

10 布川
ヌノカワ

　潤一
ジュンイチ

各学校の保護者代表 10 布川
ヌノカワ

　潤一
ジュンイチ

各学校の保護者代表

11 堀米
ホリゴメ

　亮平
リョウヘイ

各学校の保護者代表 11 堀米
ホリゴメ

　亮平
リョウヘイ

各学校の保護者代表

12 八矢
ハチヤ

　悠輔
ユウスケ

各学校の保護者代表 12 八矢
ハチヤ

　悠輔
ユウスケ

各学校の保護者代表

13 杉浦
スギウラ

　真美
マミ

各学校の保護者代表 13 杉浦
スギウラ

　真美
マミ

各学校の保護者代表

14 加藤
カトウ

　桂三
ケイゾウ

各こども園・幼稚園保護者代表 14 加藤
カトウ

　桂三
ケイゾウ

各こども園・幼稚園保護者代表

15 浅黄
アサギ

　茂俊
シゲトシ

各こども園・幼稚園保護者代表 15 浅黄
アサギ

　茂俊
シゲトシ

各こども園・幼稚園保護者代表

16 村田
ムラタ

　直樹
ナオキ

各こども園・幼稚園保護者代表 16 村田
ムラタ

　直樹
ナオキ

各こども園・幼稚園保護者代表

17 青柳
アオヤギ

　宏明
ヒロアキ

各こども園・幼稚園保護者代表 17 青柳
アオヤギ

　宏明
ヒロアキ

各こども園・幼稚園保護者代表

18 吉田
ヨシダ

　玲
レイコ

子 学童クラブ指導者代表 18 吉田
ヨシダ

　玲
レイコ

子 学童クラブ指導者代表

19 渡部
ワタベ

　美香
ミカ

学童クラブ指導者代表 19 渡部
ワタベ

　美香
ミカ

学童クラブ指導者代表

20 石澤
イシザワ

　友章
トモアキ

各小中学校長 20 須藤
ストウ

　里佳
リカ

各小中学校長

21 小林
コバヤシ

　聡
サトシ

各小中学校長 21 小林
コバヤシ

　聡
サトシ

各小中学校長

22 丹野
タンノ

　宏紀
ヒロノリ

各小中学校長 22 丹野
タンノ

　宏紀
ヒロノリ

各小中学校長

23 小山田
オヤマダ

　聡
サトシ

各小中学校長 23 小山田
オヤマダ

　聡
サトシ

各小中学校長

24 須藤
ストウ

　里佳
リカ

各小中学校長 24 白田
シラタ

　敏幸
トシユキ

各小中学校長

25 大泉
オオイズミ

　裕之
ヒロユキ

各小中学校長 25 安孫子
アビコ

　孝
タカ

司
シ

各小中学校長

26 鈴木
スズキ

　和彦
カズヒコ

各小中学校長 26 鈴木
スズキ

　正直
マサナオ

各小中学校長

27 真木
マキ

　𠮷雄
ヨシオ

学識経験者 27 鈴木
スズキ

　和彦
カズヒコ

学識経験者

板坂
イタサカ

　憲
ケン

助
スケ

教育長 28 真木
マキ

　𠮷雄
ヨシオ

学識経験者

秋場
アキバ

　弘昭
ヒロアキ

学校教育課長 板坂
イタサカ

　憲
ケン

助
スケ

教育長

吉田
ヨシダ

　仁志
ヒトシ

教育主幹 秋場
アキバ

　弘昭
ヒロアキ

学校教育課長

大泉
オオイズミ

　雅志
タダシ

課長補佐 吉田
ヨシダ

　仁志
ヒトシ

教育主幹

秋葉
アキバ

　千絵
チエ

指導主事 古澤
フルサワ

　悦子
エツコ

係長

秋葉
アキバ

　千絵
チエ

指導主事

令和4年度河北町立小学校のあり方検討委員会委員名簿

事
務
局

事
務
局

令和5年度河北町立小学校のあり方検討委員会委員名簿
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資料３ 

第１回検討委員会 令和４年５月 30 日 河北町役場 301 会議室  

河北町立小学校のあり方については平成 29年に行われた「小学校の将来を考える会」や議会などで

も話題になっておりました。近年の急激な少子化が進むなか、その流れは本町でも例外ではなく、児童

数の長期的な推移については、今後とも減少傾向が続くものと見込まれ、このことは、学校における教

育活動のみならず、その他の集団活動を行う上での課題であること、今後昭和 60 年代から平成 10年代

にかけて建築された学校施設を効果的に整備していくことから、各小学校の特色ある教育活動のよさや

課題、そして保護者や地域の思い、教育を取り巻く環境の動向等を勘案しながら、河北町立小学校のあ

り方に関して 

１ 河北町立小学校の適正規模・適正配置について 

２ 河北町立小学校の今後のあり方や将来の学校像等に対する本町の基本的な方針について  

の２点について教育長から、諮問を受けました。第１回検討委員会では、河北町小学校のあり方に関す

るアンケートの内容について協議を行い、令和４年度のスケジュールを確認いたしました。 

 

第２回検討委員会 令和４年８月 31 日 河北町役場 301 会議室 

初めに事務局から小学校のあり方に関するアンケート結果を報告し、そののちに 

１ これからを生きていく子どもたちにとっての学びの環境とは 

２ 小学校のあり方について検討すべき課題は 

の２点について協議を行いました。委員の方々からはそれぞれの立場から様々な意見が出されました。

主な内容としては、統合するにしても地域の方の理解が必要であるということ、河北町の地域性・将来

性を考えていくことが確認されました。 

 

地区懇談会 下記のとおり実施しました。 

令和４年９月 29 日 谷地西部小学区 24 名 令和４年 10 月 28 日 北谷地小学区 11 名 

令和４年 11 月 25 日 溝延小学区 ７名 令和４年 12 月 16 日 西里小学区 16 名 

令和５年１月 20 日 谷地南部小学区 12 名 令和５年２月 17 日 谷地中部小学区 15 名 

小学校区にて懇談会を実施し、第１回から第２回検討委員会とアンケート結果の報告を行いました。

参加者は全体で 85名でした。質疑応答の中では、「町としての方向性を出してほしい。」「子どもの学ぶ

環境をしっかり整える。」「地域とのつながりを大事にする。」「統合のメリット、デメリットを整理す

る。」などのご意見をいただきました。 

 

第３回検討委員会 令和５年３月 27 日 河北町役場 301 会議室 

学区懇談会の報告と「今求められる学力」、文科省における「適正規模・適正配置」の考え方を確認

したのちに、「河北町立小学校の適正規模・適正配置について」「小学校のあり方や将来の学校像等に対

する本町の基本的な方針について」協議しました。その話し合いの中では、次の点があげられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目指す教育環境＞ 

・多様化に対応した学校 

・子どもの実態に合わせた指導体制 

・切磋琢磨できる環境 

・安心安全な学校 

・安定した教職員体制の確保 

・文化を保存・継承していくための地域との交流 

 

＜河北町が目指す子ども像＞ 

自力で解決できる子ども 

自立できる子ども 

どんな場面でも力を発揮できる子ども 

故郷を愛する子どもなど  
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この目指す子ども像、目指す教育環境の２つに迫るための現状と課題を以下の通り整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、第３回検討委員会において、学区懇談会の参加状況や検討委員会の内容を町民に広く周知する

ことが必要であると考え、事務局からアンケート結果、地区懇談会の概要について広報かほくや町ＨＰ

に掲載し周知依頼を行いました。 

 

第４回検討委員会 令和５年６月９日 河北町役場 301 会議室 

第３回の記録の確認を行ったあと、「河北町の子どもたちにとってどのような学校を」を協議しまし

た。答申に向けて、現状維持の場合、段階的に統合の場合、１校に統合の場合を具体的に想定しそれぞ

れのメリット、デメリットを整理し、子どもの学びの環境について３グループで協議いたしました。ま

た、今年度の各研修会で講師の方々からいただいたご意見や紅花メールで学区についての相談について

共有しました。 

協議を３グループで行ったところ、すべてのグループで１校に統合する考え方に集約されました。協

議の具体的な話のなかでは期待される効果と解決していくべき検討事項について議論されました。その

際、協議の参考資料として、事務局から令和５年５月１日現在の令和５年度の児童生徒数と右側の今後

６年間の学校区ごとの新入生の数を基に、段階的な統合と１校にした場合の学校配置と学級数について

一例が示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもが減少することで、できないことが多くなる。 

・子どもの安全を守るためにも適正規模の考え方は大切である。 

・地域と学校のつながりをどのように補うか検討が必要である。 

・集団への適応が心配である。 

・子どもの支援体制の構築が必要である。 

・先生方の専門性、授業力の向上を図ることが大切である。 

・教育環境の拡充・整備する必要がある。 など 

＜期待される効果として＞ 

・多様な人間関係の構築、社会性を育む、互いに切磋琢磨できる環境が整備できる。 

・リーダー性や自治力の育成、多面的、多角的な見方を養うことができる。 

・複数の教職員による多層的な支援体制（生徒指導・学習指導）が整う。 

・持続可能な学校規模の確保ができる。  

  →段階的統合では、再検討について改めて行わなければならない。 

・人的・物的・財政面での教育資源を集中できる。 

・ＰＴＡ活動が維持できる。など があげられました。 

＜検討事項として＞ 

・統合の時期について→５年以内がよいのではないか。 

・学校間連携（目指す子ども像の共有と実現に向けて）を図る。 

  →子どもの考えも取り入れる。 

・集団への適応が心配である。→子ども同志の関わりを充実させる。 

・地域とのつながりを大切にする。 

→地域の伝統文化の継承（町の活性化も併せて考える）地区の方の力も必要である。 

・通学の安全確保に取り組む。→スクールバスを活用する。 

・校舎の場所、新築、既存校舎の活用について検討する。 

・小中一貫校か義務教育学校か 
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令和５年８月 26 日 第５回あり方検討委員会（町民参加型） どんがホール 

 第１回検討委員会から第４回検討委員会までの経過を報告したのちに、第４回検討委員会で話し合わ

れた１校案について提案を行い、参加いただいた町民の方からご意見をいただきました。はじめに、小

中一貫校と義務教育学校の違いについての質問があり、その後、意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などの意見が出されました。 

 

令和５年 10 月 20 日 第６回あり方検討委員会 河北町役場 301 会議室 

 これまで検討いただいた内容を事務局で章立てし、答申の内容について、各委員の意見を求めまし

た。目指す子ども像に迫るために統合については１校とし、そのための配慮事項について各委員から目

指す教育環境について意見をいただきました。 

 

令和５年 11 月 22 日 第 7 回あり方検討委員会 河北町役場 301 会議室 

 前回いただいた意見を事務局で整理し、答申案を事前に各委員に配付しました。 

事務局から、事前に配布した資料の説明を行い、その後協議を行いました。各委員一人一人から意見を

いただき、答申に向けて文言を整理しました。協議終了後、委員長から最終決裁を委員長と副委員長に任

せること、12月中旬に答申を行うことを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・複数校ではなく１校にする。吸収合併ではなく一つにまとめる。 

・河北町の一員として学んでいける環境が望ましい。 

・子育て対策を含めて話をしてほしい。 

・１校には反対。子どもが自分で歩いて行けるところにあるのが理想である。 

・小さい学校できめ細やかな教育をしてほしい。教員だけでなくボランティアを募るなど考えてほし

い。 

・小さい学校では多様な指導体制が取れなくなる。 

・なるべく早く統合してほしい。１学年で２名だけでは、友人・先生との関係性が課題である。 

・先生方は、少人数でできる最大限のことをしている。１校にする今後の見通しを示していただくこ

とで保護者は安心する。 

・クラス替えで人間関係や不登校への不安が和らぐ。１校に賛成。通学の面でも一人になってしまう

場合があり、スクールバスの活用があれば安心である。 

・多様な人と触れ合う機会が作れないことが課題である。 

・世の中の流れでは、保護者の責任で送迎していくようになるのではないか。 

・ICT の活用を推進してほしい。 

・学童・教育・子育ての一貫性を持った態勢を検討すること。 

・統合となった場合、小さい学校の子どもたちがスムーズに学校生活に移行できるように取り組んで

ほしい。 

・小中学校の入学時に、入学後の生活に様々な配慮をしていただいていることを感じている。 
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資料４  河北町立小学校の再編の参考資料                       
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